
東
洋
文
庫
所
蔵
本
に
押
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
に
つ
い
て

(

十
七)

―
歌
人
・
俳
人
・
詩
人
の
蔵
書
印
―

中

善

寺

慎

既
刊
連
載
目
次

一

朝
鮮
本
に
押
捺
さ
れ
た
朝
鮮
の
蔵
書
家
の
蔵
書
印

書
報
35
号

二

僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印

(

上)

書
報
36
号

三

僧
侶
・
寺
院
の
蔵
書
印
、
附
神
官
・
神
社
の
蔵
書
印

(

下)

書
報
37
号

四

国
学
者
の
蔵
書
印

(

上)

書
報
38
号

五

国
学
者
の
蔵
書
印

(

下)

書
報
39
号

六

漢
学
者
・
漢
詩
人
の
蔵
書
印

書
報
40
号

七

学
校
・
教
育
機
関
の
蔵
書
印

書
報
41
号

八

医
家
・
本
草
家
の
蔵
書
印

書
報
42
号

一



九

大
名
・
藩
主
と
そ
の
家
の
蔵
書
印

書
報
43
号

十

幕
臣
・
藩
士
の
蔵
書
印

書
報
44
号

十
一

戯
作
者
・
操
觚
者
・
新
聞
社
の
蔵
書
印

書
報
45
号

十
二

商
賈
・
実
業
家
・
企
業
の
蔵
書
印

書
報
46
号

十
三

近
代
の
学
者
・
教
授
の
蔵
書
印

書
報
47
号

十
四

図
書
館
・
博
物
館
と
そ
の
周
辺
の
蔵
書
印

書
報
48
号

十
五

政
治
家
・
官
僚
の
蔵
書
印

書
報
49
号

十
六

欧
米
人
の
蔵
書
印

書
報
50
号

凡

例

・
印
影
は
縮
尺
任
意
の
単
色
写
真
で
あ
る
。

・
印
文
の
縦
の
寸
法
を
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
の
数
字
で
掲
げ
た
。

・
複
数
の
資
料
に
該
当
蔵
書
印
を
見
い
出
せ
る
も
の
は
、
印
影
を
採
集
し
た
資
料
名
に
＊
印
を
付
し
た
。

・
資
料
名
に
つ
づ
け
て
、
請
求
記
号
を
丸
括
弧
に
包
ん
で
付
し
た
。

・
蔵
書
家
の
伝
記
な
ど
は
主
と
し
て
次
の
資
料
に
依
っ
た
。

二



市
古
貞
次

[

ほ
か]

編

『

国
書
人
名
辞
典』

井
上
宗
雄

[

ほ
か]

編

『

日
本
古
典
籍
書
誌
学
辞
典』

国
立
国
会
図
書
館
編

『

人
と
蔵
書
と
蔵
書
印』

平
凡
社
編

『

日
本
人
名
大
事
典』

『

和
歌
文
学
大
辞
典』

古
典
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
刊

・
配
列
は
、
印
記
所
有
者
の
よ
み
の
五
十
音
順
と
し
た
。

三



四

秋
元
洒
汀

(

一
八
六
九

一
九
四
五)

明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
俳
人
。
本
名
は
平
八
。
幼
名
は
半
之
助
。

別
号
に
濡
鷺
堂
。
明
治
二
年

(

一
八
六
九)

下
総
国
葛
飾
郡
流
山
の
素

封
家
に
生
ま
れ
る
。
明
治
十
六
年
家
督
を
継
い
で
醤
油
醸
造
業
を
営
む
。

翌
年
上
京
し
二
松
学
舎
に
学
び
、
明
治
二
十
三
年
東
京
専
門
学
校
を
卒

業
。
在
学
中
よ
り
俳
句
に
親
し
む
。
秋
声
会
に
加
わ
り
、
角
田
竹
冷
・

伊
藤
松
宇
・
岡
野
知
十
と
親
交
、『

秋
の
声』

の
ち

『

卯
杖』

同
人
。

文
芸
雑
誌

『

山
比
古』

、
つ
い
で
地
方
俳
誌

『

平
凡』

を
発
刊
。
自
転

車
愛
好
会

｢

曙
輪
友
会｣

の
会
長
を
務
め
、
ま
た
、
流
山
鉄
道
の
設
立

に
尽
力
し
た
。
美
術
愛
好
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
日
本
美
術
院
の
設
立

を
後
援
し
、
横
山
大
観
、
菱
田
春
草
ら
を
経
済
的
に
支
援
し
た
。
大
正

後
期
か
ら
の
不
景
気
に
よ
り
蒐
集
品
の
殆
ど
を
手
離
し
、
昭
和
二
十
年

(

一
九
四
五)

没
。
流
山
の
光
明
院
境
内
に
葬
ら
れ
る
。
句
集

『

胡
沙

笛』

、
著
書
に

『

在
五
中
将』

『

小
野
小
町』

が
あ
る
。

｢
洒
汀｣

(

30)
『

誹
家
大
系
図』

(

Ⅶ

二

Ｌ

一
〇
〇
九)



五

有
賀
長
因

(

一
七
一
二

一
七
七
八)

江
戸
時
代
中
期
の
歌
人
。
正
徳
二
年

(

一
七
一
二)

京
都
生
ま
れ
。

有
賀
長
伯
の
子
。
名
は
泰
通
、
長
川
。
号
は
長
因
、
有
隣
、
敬
義
斎
。

父
長
伯
に
和
歌
を
学
ぶ
。
加
藤
景
範
の
尽
力
で
大
坂
折
屋
町
に
移
り
、

大
坂
歌
壇
を
指
導
し
た
。
安
永
七
年

(

一
七
七
八)

没
。
墓
は
大
坂
高

津
の
本
覚
寺
、
の
ち
枚
方
市
田
口
山
に
移
転
。
和
歌
宗
匠
と
し
て
の
有

賀
家
は
、
長
伯

長
因

長
収

長
基

長
隣
と
続
く
。
長
因
の
大
坂
行
き

に
際
し
景
範
が
奔
走
し
た
こ
と
は
、
岩
崎
文
庫
中
の

『

釈
澄
月
書
簡』

(

四

Ｃ

一
一)

に
よ
っ
て
知
ら
れ
る
。

掲
出
印
は
、
奧
書
末
に
捺
さ
れ
た
も
の
。

｢

□
通
□
印｣

(

27)
『

詠
歌
大
本
秘
訣』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
四)

＊

『

春
樹
顕
秘
増
抄』

(

三

Ｆ

ａ

へ

六
三)

『

和
歌
之
題』

(

三

Ｆ

ａ

へ

六
三)

｢
敬
義
斎｣

(

32)
『

春
樹
顕
秘
増
抄』

(

三

Ｆ

ａ

へ

六
三)



六

有
賀
長
基

(

一
七
七
七

一
八
三
三)

江
戸
時
代
後
期
の
歌
人
。
安
永
六
年

(

一
七
七
七)

生
ま
れ
。
大
坂

の
人
。
号
は
義
慣
斎
。
有
賀
長
収
の
養
嗣
子
。
有
賀
長
隣
の
父
。
養
父

有
賀
長
収
に
学
び
、
歌
学
を
つ
い
だ
。
加
藤
景
範
の
曾
孫
の
礼
文
に
古

今
伝
授
。
天
保
四
年

(

一
八
三
三)

没
。
墓
は
大
坂
高
津
の
正
法
寺
。

編
著
に

｢

か
ら
の
や
ま
と
の
歌｣

が
あ
る
。

｢

長
基｣

印
は
、
奧
書
末
に
捺
さ
れ
た
も
の
。｢

飛
角
一
硯
田｣

印
は
、

そ
の
関
防
印
。

｢

長
基｣

(

20)

＊

『

詠
歌
大
本
秘
訣』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
三)

『

詠
歌
大
概
安
心
秘
訣』

(

四

Ｃ

一
四)

｢

飛
角
一
硯
田｣

(

23)
『

詠
歌
大
本
秘
訣』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
三)



七

有
賀
長
収

(

一
七
五
〇

一
八
一
八)

江
戸
時
代
中
期
の
歌
人
。
寛
延
三
年

(

一
七
五
〇)

京
都
に
生
ま
れ

る
。
初
名
は
長
因
、
の
ち
長
収
。
号
は
生
志
斎
、
居
貞
斎
。
有
賀
長
因

の
養
子
と
な
り
、
家
学
を
継
い
で
詠
歌
を
修
め
た
。
父
に
従
い
大
坂
折

屋
町
に
移
り
、
加
藤
景
範
に
和
歌
を
学
ぶ
。
大
坂
歌
壇
で
活
躍
し
門
人

多
数
を
擁
す
る
。
文
政
元
年

(

一
八
一
八)

没
。
墓
は
大
坂
高
津
の
正

法
寺
。
歌
集

『

雲
樹
集』

、
文
集

『

居
貞
斎
文
集』

が
あ
る
。

掲
出
の

｢

長
収
之
印｣

印
は
、
奧
書
末
に
捺
さ
れ
た
も
の
。

｢

有
賀
蔵｣

印
は
捺
印
の
紙
片
を
表
紙
に
貼
っ
て
い
る
。
有
賀
家
代
々

の
襲
用
か
。

｢

長
収
之
印｣

(

27)
『

諸
号
読
曲』

(

Ⅹ

五

Ａ

一
〇
〇
七)

＊

『

百
人
一
首
訓
読
清
濁』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
〇)

『

春
樹
顕
秘
増
抄』

(

三

Ｆ

ａ

へ

六
三)

『

和
歌
之
題』

(

三

Ｆ

ａ

へ

六
三)

｢
有
賀
蔵｣

(

35)
『

百
首
歌
合』

(

Ⅶ

二

Ｋ

ｄ

四)



八

有
賀
長
伯

(

一
六
六
一

一
七
三
七)

江
戸
時
代
中
期
の
国
学
者
・
歌
人
。
寛
文
元
年

(

一
六
六
一)

京
都

の
医
家
に
生
ま
れ
る
。
名
は
長
伯
。
号
は
以
敬
斎
・
無
曲
軒
・
黄
和
・

六
喩
。
有
賀
長
因
の
父
。
松
永
貞
徳
の
門
流
で
、
初
め
望
月
長
孝
に
、

つ
い
で
平
間
長
雅
の
門
に
歌
道
を
学
ぶ
。
晩
年
、
大
坂
難
波
に
住
む
。

二
条
家
流
歌
学
の
普
及
に
貢
献
し
、
京
阪
に
お
け
る
地
下
歌
壇
興
隆
の

先
駆
と
な
る
。
有
賀
家
の
七
部
書
と
い
わ
れ
る
入
門
書
を
公
刊
し
、
歌

道
の
大
衆
化
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
元
文
二
年

(

一
七
三
七)

没
。
墓
は
大
坂
高
津
の
正
法
寺
、
ま
た
京
都
東
山
の
頂
妙
寺
。
歌
文
集

に

『

秋
葉
愚
草』

な
ど
が
あ
る
。

掲
出
印
は
、
奧
書
末
に
捺
さ
れ
た
も
の
。

｢

黄
和｣

(

37)
『

伊
勢
物
語
秘
々
註』

(

三

Ｆ

ａ

い

一
五)

＊

『

詠
歌
大
概
安
心
秘
訣』

(

三

Ｆ

ａ

い

二
一)

『

八
雲
神
詠
秘
訣』

(

四

Ｃ

九)
『

階
梯
之
秘
訣
詠
方
口
訣』

(

四

Ｃ

一
二)

｢
長
伯
之
印｣

(

22)＊

『

詠
歌
大
概
安
心
秘
訣』

(

三

Ｆ

ａ

い

二
一)

『

階
梯
之
秘
訣
詠
方
口
訣』

(

四

Ｃ

一
二)

｢

長
伯
之
印

(

大)｣
(

25)
『

八
雲
神
詠
秘
訣』

(

四

Ｃ

九)



九

有
賀
長
隣

(

一
八
一
八

一
九
〇
六)

幕
末
・
明
治
期
の
歌
人
。
文
政
元
年

(

一
八
一
八)

大
坂
に
生
ま
れ

る
。
有
賀
長
基
の
子
。
号
は
情
新
斎
、
思
継
斎
。
家
学
を
継
承
し
上
方

に
お
け
る
堂
上
派
地
下
歌
人
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
。
柿
本
人
麻

呂
を
尊
崇
し
、
脱
俗
高
踏
の
風
が
あ
っ
た
。
徳
島
藩
士
。
長
男
に
国
際

法
学
者
の
長
雄
、
次
男
に
三
井
合
名
会
社
の
長
文
が
い
る
。
夫
人
勝
子

も
よ
く
歌
を
詠
ん
だ
。
緒
方
洪
庵
と
交
友
が
あ
り
、
種
痘
普
及
に
も
尽

力
し
た
。
晩
年
は
東
京
府
麹
町
区
三
番
町
に
移
り
、
明
治
三
十
九
年

(

一
九
〇
六)

没
す
る
。
墓
は
青
山
墓
地
。
歌
集

『

竹
の
下
枝』

が
あ

る
。掲

出
印
は
、
奧
書
末
に
捺
さ
れ
た
も
の
。

岩
崎
文
庫
中
に
散
見
さ
れ
る
有
賀
家
伝
来
手
鈔
本
は
、
有
賀
長
雄

(

一
八
六
〇

一
九
二
一
。
号
は
帚
川)

の
旧
蔵
と
い
う
。『

先
代
相
伝

書
類
及
歌
書
類』

(

Ⅶ

二

Ｋ

ａ

一
〇
一
四)

に
は

｢

帚
川｣

印
が

見
え
る
。

｢
情
新
斎｣

(

24)
『

春
樹
顕
秘
増
抄』

(

三

Ｆ

ａ

へ

六
三)

｢
長
隣
之
印｣

(

24)
『

春
樹
顕
秘
増
抄』

(

三

Ｆ

ａ

へ

六
三)



一
〇

市
河
寛
齋

(

一
七
四
九

一
八
二
〇)

江
戸
時
代
中
・
後
期
の
儒
者
・
漢
詩
人
。
寛
延
二
年

(

一
七
四
九)

上
野
国
甘
楽
郡
大
塩
沢
村
の
生
ま
れ
。
市
河
蘭
台
の
子
、
市
河
米
庵
の

父
。
初
め
山
瀬
氏
。
名
は
世
寧
。
字
は
子
静
・
嘉
祥
。
通
称
は
小
左
衛

門
。
号
は
寛
斎
・
半
江
・
江
湖
詩
老
・
西
鄙
人
・
西
野
・
玄
昧
居
士
な

ど
。
蕉
竹
園
・
蕉
竹
書
屋
は
そ
の
書
斎
号
。
早
く
か
ら
江
戸
に
出
て
昌

平
黌
に
学
び
、
朱
子
学
を
修
め
た
。
初
め
父
蘭
台
に
つ
き
、
つ
い
で
、

関
松
窓
、
大
内
熊
耳
に
学
ぶ
。
昌
平
黌
学
員
長
に
補
せ
ら
れ
る
。
文
学

的
な
資
質
に
恵
ま
れ
、
漢
詩
人
と
し
て
の
活
動
に
本
領
が
あ
っ
た
。
天

明
七
年

(

一
七
八
七)

に
は
神
田
に
江
湖
詩
社
を
設
立
。
柏
木
如
亭
、

菊
池
五
山
ら
を
教
え
、
写
実
的
な
新
詩
風
を
確
立
し
江
戸
時
代
後
期
の

漢
詩
壇
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
。
寛
政
異
学
の
禁
を
批
判
し
、
寛

政
二
年

(

一
七
九
〇)

昌
平
黌
を
追
わ
れ
る
。
翌
年
越
中
富
山
藩
に
招

か
れ
藩
校
広
徳
館
の
教
授
を
務
め
、
ま
た
掛
川
藩
世
子
の
侍
講
を
兼
ね

る
。
細
井
平
洲
・
井
上
金
蛾
な
ど
交
流
も
広
い
。
編
著
に

『

日
本
詩
紀』

『
全
唐
詩
逸』

、
著
書
に

『

寛
斎
摘
草』

『

随
園
詩
鈔』

な
ど
が
あ
る
。

文
政
三
年

(

一
八
二
〇)

没
。
墓
は
江
戸
谷
中
本
行
寺
。

｢

蕉
竹
園
蔵
書
記｣

(

30)
『

本
草
綱
目』

(

�

三

Ａ

ｃ

二
三)



一
一

市
島
屏
山

(

一
七
九
三

一
八
四
六)

江
戸
時
代
後
期
の
儒
者
・
漢
詩
人
。
寛
政
五
年

(

一
七
九
三)

市
島

元
中

(

号
は
白
雪)

の
次
男
と
し
て
越
後
国
新
発
田
に
生
ま
れ
る
。
家

は
代
々
商
を
生
業
と
す
る
富
豪
で
、
越
後
国
北
蒲
原
郡
水
原
の
大
地
主

市
島
家
の
一
族
。
市
島
岱
海
の
甥
。
名
は
泰
。
字
は
交
通
。
通
称
は
秀

松
。
号
は
屏
山
、
追
蠡
。
質
屋
、
酒
造
業
な
ど
を
営
む
。
梁
川
星
巌
に

学
ん
で
詩
に
す
ぐ
れ
、
琴
や
書
も
よ
く
し
た
。
丹
羽
思
亭
と
親
交
が
あ
っ

た
。
弘
化
三
年

(

一
八
四
六)

没
。
墓
は
越
後
国
五
十
公
野
天
神
山
。

著
作
に

『

追
蠡
集』

。

｢

追
蠡
子
鑑
賞
章｣

(

31)
『

大
広
益
会
玉
篇』

(

�

二

一
八)

｢

市
島
泰
交
通
印｣

(

22)
『

大
広
益
会
玉
篇』

(

�

二

一
八)



一
二

井
上
通
泰

(

一
八
六
七

一
九
四
一)

明
治
・
大
正
・
昭
和
前
期
の
国
文
学
者
・
歌
人
・
眼
科
医
。
慶
応
二

年

(

一
八
六
七)

儒
者
松
岡
操
の
三
男
と
し
て
播
磨
国
姫
路
元
塩
町
に

生
ま
れ
る
。
民
俗
学
者
の
柳
田
国
男
・
言
語
学
者
の
松
岡
静
雄
・
日
本

画
家
の
松
岡
映
丘
は
弟
。
号
は
南
天
荘
。
明
治
十
年

(

一
八
七
七)

医

師
井
上
碩
平
の
養
嗣
子
と
な
る
。
明
治
二
十
三
年
帝
国
大
学
医
科
大
学

を
卒
業
。
岡
山
医
学
専
門
学
校
教
授
な
ど
を
経
て
明
治
三
十
五
年
東
京

で
眼
科
医
を
開
業
。
森
�
外
と
も
交
友
が
あ
り
訳
詩
集

『

於
母
影』

に

参
画
。
和
歌
を
松
波
資
之
に
学
び
香
川
景
樹
に
傾
倒
、
以
後
生
涯
に
わ

た
っ
て
歌
道
に
い
そ
し
む
。
明
治
三
十
九
年
に
は
歌
会

｢

常
磐
会｣

を

設
立
。
翌
年
、
御
歌
所
寄
人
と
な
り
勅
任
官
待
遇
と
な
る
。
還
暦
を
機

に
医
院
を
閉
じ
古
典
研
究
に
専
念
し

『

播
磨
風
土
記
新
考』

等
を
著
す
。

ま
た
、
万
葉
集
の
研
究
に
業
績
が
あ
り

『

万
葉
集
新
考』

を
残
し
た
。

医
学
博
士
。
宮
中
顧
問
官
。
貴
族
院
議
員
。
芸
術
院
会
員
。
昭
和
十
六

年

(

一
九
四
一)

没
。
墓
は
東
京
多
磨
霊
園
と
兵
庫
県
神
崎
郡
福
崎
町

の
観
音
寺
に
あ
る
。
歌
集
に

『

井
上
通
泰
詠
草』

『

南
天
荘
歌
集』

な

ど
が
あ
る
。
蔵
書
は
大
東
急
記
念
文
庫
に
収
蔵
さ
れ
る
。

｢
南
天
荘｣

(

18)
『

名
物
六
帖』

(

Ｅ

〇
三
一
・
二

イ
ト
〇
一

〇
〇
二)



一
三

井
上
頼
�(

一
八
三
九

一
九
一
四)

幕
末
・
明
治
期
の
国
学
者
・
歌
人
。
天
保
十
年

(

一
八
三
九)

医
師

井
上
頼
正
の
男
と
し
て
江
戸
神
田
松
下
町
に
生
ま
れ
る
。
本
姓
は
源
。

名
は
頼
�
。
幼
名
は
次
郎
。
字
は
伯
随
、
厚
載
。
通
称
は
大
学
、
肥
後
、

鉄
直
。
号
は
一
賀
、
英
玉
翁
、
呉
竹
亭
、
神
習
舎
。
幼
少
よ
り
学
問
に

親
し
み
、
犬
塚
義
章
に
漢
学
を
学
ぶ
。
安
政
三
年

(

一
八
五
六)

相
川

景
見
に
就
い
て
歌
学
を
修
め
、
文
久
元
年

(

一
八
六
一)

平
田
鉄
胤
の

門
に
入
り
国
学
を
学
ぶ
。
元
治
元
年

(

一
八
六
四)

権
田
直
助
に
古
医

道
を
学
び
、
慶
応
三
年

(

一
八
六
七)

に
は
京
に
上
り
権
田
を
助
け
国

事
に
奔
走
す
る
。
明
治
維
新
後
は
、
皇
漢
医
道
御
用
掛
、
教
部
省
権
大

録
・
大
講
義
、
大
神
神
社
少
宮
司
を
経
て
、
明
治
十
年
に
宮
内
省
御
系

譜
掛
を
命
ぜ
ら
れ
る
。
私
塾
神
習
舎
を
開
く
か
た
わ
ら
、
皇
典
講
究
所

設
立
や

『

古
事
類
苑』

編
集
な
ど
に
努
力
し
た
。
そ
の
後
は
、
国
学
院

講
師
、
華
族
女
学
校
教
授
、
学
習
院
教
授
、
宮
内
省
図
書
寮
編
修
課
長
、

六
国
史
校
訂
材
料
取
調
主
任
な
ど
を
歴
任
。
文
学
博
士
。
大
正
三
年

(

一
九
一
四)

東
京
麹
町
に
没
す
。
墓
は
東
京
青
山
墓
地
。
著
書
に

『
後
宮
制
度
沿
革
考』

な
ど
が
あ
る
。
旧
蔵
書
は
東
京
町
田
の
無
窮
会

神
習
舎
文
庫
に
現
存
す
る
。

｢

井
上
氏｣

(

21)
『

尚
古
造
紙
插』

(

Ⅱ

一

Ｅ

一
〇
六
五)

｢

井
上
頼
�
蔵｣

(

61)
『

尚
古
造
紙
插』

(

Ⅱ

一

Ｅ

一
〇
六
五)



一
四

上
田
元
彊

(

生
没
年
不
詳)

江
戸
時
代
後
期
の
歌
人
・
医
師
。
生
没
年
未
詳
。
文
政
―
嘉
永
年
頃

(

一
八
一
八

一
八
五
四)

の
人
。
上
田
元
矩
の
三
男
。
名
は
元
彊
。
通

称
は
誓
阿
、
松
斎
。
号
は
誓
斎
、
弄
瓦
軒
。
大
坂
の
本
町
に
住
ま
う
。

享
和
三
年

(

一
八
〇
三)

加
藤
景
範
の
門
に
入
り
、
和
歌
を
学
ぶ
。
香

道
に
も
秀
で
た
。

掲
出
印
は
、
奧
書
末
に
捺
さ
れ
た
も
の
。

｢

元
彊
之
印｣

(

26)

＊

『

詠
歌
大
本
秘
訣』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
三)

『

詠
歌
大
概
安
心
秘
訣』

(

四

Ｃ

一
四)



一
五

大
野
洒
竹

(

一
八
七
二

一
九
一
三)

明
治
期
の
俳
人
・
医
者
。
明
治
五
年

(

一
八
七
二)

大
野
束
の
長
男

と
し
て
熊
本
県
玉
名
郡
弥
富
村
に
生
ま
れ
る
。
名
は
豊
太
。
洒
竹
は
俳

号
。
七
歳
で
上
京
し
、
第
一
高
等
中
学
を
経
て
帝
国
大
学
医
科
大
学
に

進
み
、
皮
膚
科
泌
尿
器
科
を
専
攻
。
在
学
中
よ
り
俳
諧
に
興
味
を
持
ち
、

佐
佐
醒
雪
ら
と
筑
波
会
を
創
立
し
、
角
田
竹
冷
・
尾
崎
紅
葉
ら
の
秋
声

会
に
参
加
、
博
文
館
に
勧
め
て

｢

俳
諧
文
庫｣

を
刊
行
し
た
。
大
学
卒

業
後
、
京
橋
区
木
挽
町
に
大
野
病
院
を
開
設
。
医
業
の
か
た
わ
ら
古
俳

書
の
収
集
を
継
続
し
、
俳
諧
史
研
究
に
努
め
た
。
著
書
に

『

俳
諧
史』

『

与
謝
蕪
村』

な
ど
が
あ
る
。
荻
窪
に
俳
諧
研
究
図
書
館
の
建
設
を
企

図
し
た
が
、
果
た
せ
な
い
ま
ま
大
正
二
年

(

一
九
一
三)

没
。
墓
は
東

京
青
山
墓
地
。
旧
蔵
書
の
大
半
は
洒
竹
文
庫
と
し
て
東
大
総
合
図
書
館

に
収
蔵
さ
れ
る
。

｢

洒
竹
文
庫｣

印
は
生
前
に
捺
さ
れ
た
蔵
書
印
で
は
な
く
、
み
だ
り

に
古
書
肆
の
捺
印
し
た
も
の
と
い
う
。

｢
洒
竹
庵｣

(

25)

＊

『

茅
窓
漫
録』

(

Ⅱ

一

Ｅ

一
一
七
五)

『

さ
る
げ
ん
じ』

(

三

Ｆ

ａ

ろ

六)
｢

洒
竹
文
庫｣

(

44)
『

�
胃
論』

(

�

四

Ｂ

三
五)

＊

『

古
今
和
歌
集』

(

Ⅶ

二

Ｋ

ｂ

四
一)

ほ
か



一
六

岡
本
保
考

(

一
七
四
九

一
八
一
七)

江
戸
時
代
後
期
の
書
家
。
寛
延
二
年

(

一
七
四
九)

上
賀
茂
神
社
の

祠
官
岡
本
保
起
の
子
と
し
て
山
城
国
愛
宕
郡
に
生
ま
れ
る
。
賀
茂
県
主
。

通
称
は
弁
之
助
、
房
千
代
。
号
は
方
円
斎
、
淪
読
斎
。
治
部
大
輔
と
称

し
た
。
岡
本
邦
氏
、
花
山
院
常
雅
よ
り
大
師
流
書
法
を
授
か
る
。
一
条

忠
良
に
仕
え
諸
大
夫
と
な
り
、
明
和
四
年

(

一
七
六
七)

従
六
位
下
中

務
少
録
、
つ
い
で
正
四
位
下
甲
斐
守
兼
治
部
権
大
輔
に
進
み
、
安
永
八

年

(

一
七
七
九)

書
博
士
に
任
ぜ
ら
れ
る
。
能
筆
の
誉
れ
高
く
、
紫
宸

殿
や
承
明
門
の
扁
額
な
ど
に
書
が
残
る
。
ま
た
和
歌
を
能
く
し
た
。
文

化
十
四
年

(

一
八
一
七)

没
。
上
賀
茂
の
河
原
墓
地
に
葬
る
。

｢

岡
本
家｣

(

29)
『

也
足
軒
素
然
集』

(

三

Ｆ

ａ

へ

一
一)

｢

保
考｣

(

13)
『

也
足
軒
素
然
集』

(

三

Ｆ

ａ

へ

一
一)

｢
□
○
齋
蔵
書｣

(

43)
『

也
足
軒
素
然
集』

(

三

Ｆ

ａ

へ

一
一)



一
七

岡
本
保
孝

(

一
七
九
七

一
八
七
八)

幕
末
・
明
治
初
期
の
考
証
学
者
。
寛
政
九
年

(

一
七
九
七)

旗
本
若

林
包
貞
の
次
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
幕
臣
岡
本
保
修
の
養
子
。

名
は
初
め
孝
、
の
ち
保
孝
。
字
は
子
戒
。
通
称
は
縫
殿
助
、
勘
右
衛
門
。

号
は
況
斎
、
順
台
、
歳
計
堂
、
拙
誠
堂
、
戒
得
居
士
、
麻
志
天
乃
屋
。

清
水
浜
臣
の
門
人
と
な
り
国
学
を
学
び
、
狩
谷
�
斎
・
日
尾
荊
山
に
漢

学
を
学
び
、
音
韻
・
考
証
に
通
じ
た
。
学
問
の
範
囲
は
ひ
ろ
く
、
国
書
・

漢
籍
・
仏
典
の
諸
書
に
及
ぶ
。
維
新
後
は
大
学
の
中
博
士
と
な
り
、
の

ち
編
輯
寮
に
転
じ

『

語
彙』

の
編
集
に
従
事
し
た
。
著
書
に

『

況
斎
雑

話』

、
随
筆
に

『

難
波
江』

な
ど
が
あ
り
、
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ

た
。
明
治
十
一
年

(

一
八
七
八)

東
京
小
石
川
柳
町
の
居
に
没
す
。
墓

は
東
京
浅
草
東
国
寺
。
蔵
書
は
次
男
友
二
郎
の
家
に
あ
っ
た
が
、
そ
の

後
散
逸
。
東
洋
文
庫
に

『

岡
本
況
斎
著
書』

(

三

Ｅ

五
四)

が
収
蔵

さ
れ
る
ほ
か
、
静
嘉
堂
文
庫
に

『

岡
本
況
斎
雑
著』

、
国
立
国
会
図
書

館
に

『

況
斎
叢
書』

が
伝
存
す
る
。『

東
洋
文
庫
書
報』

八
号
〜
一
〇

号
に
榎
一
雄

｢

岡
本
保
孝
の
こ
と｣

。

掲
出
書
は
、
岡
本
保
孝
の
自
筆
本
で
木
村
正
辞
旧
蔵
書
で
あ
る
。

｢

岡｣
(

８)
『

淮
南
子
校
本』

(

三

Ｃ

四
四)



一
八

落
合
直
文

(

一
八
六
一

一
九
〇
三)

明
治
期
の
歌
人
・
国
文
学
者
。
文
久
元
年

(

一
八
六
一)

陸
奥
国
本

吉
郡
松
崎
村
に
仙
台
藩
重
臣
鮎
貝
盛
房
の
次
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
幼

名
は
亀
次
郎
、
の
ち
盛
光
・
直
盛
。
国
学
者
落
合
直
亮
の
養
子
と
な
り
、

名
を
直
文
と
改
め
る
。
号
は
桜
舎
、
萩
之
舎
等
。
伊
勢
の
神
宮
教
院
に

進
み
、
堀
秀
成
に
国
史
・
国
文
を
、
植
松
有
園
に
和
歌
を
学
ん
だ
。
二

松
学
舎
を
経
て
、
明
治
十
五
年
東
京
大
学
古
典
講
習
科
に
入
学
。
の
ち

皇
典
講
究
所
講
師
、
第
一
高
等
中
学
校
な
ど
で
教
鞭
を
執
る
。『

日
本

文
学
全
書』

刊
行
な
ど
国
文
学
者
と
し
て
の
業
績
の
ほ
か
、｢

青
葉
茂

れ
る
桜
井
の｣

｢

孝
女
白
菊
の
歌｣

の
作
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
森
�

外
に
協
力
し
て
訳
詩
集

『

於
母
影』

に
参
画
。
短
歌
革
新
を
目
ざ
し
て

浅
香
社
を
結
成
、
与
謝
野
寛
ら
多
く
の
歌
人
を
育
て
た
。
明
治
三
十
六

年

(

一
九
〇
三)

東
京
本
郷
区
の
自
宅
に
病
没
。
墓
は
東
京
青
山
墓
地
。

著
｢

萩
之
家
歌
集｣

｢

こ
と
ば
の
泉｣

な
ど
。

｢
落
合
氏
蔵｣

(

27)
『

唐
も
の
が
た
り』

(

�

二

Ｄ

ｂ

一
八)

＊

『

類
聚
国
史』

(

Ⅹ

五

Ｂ

一
〇
四
四)



一
九

小
野
湖
山

(

一
八
一
四

一
九
一
〇)

幕
末
・
明
治
期
の
儒
者
・
漢
詩
人
。
文
化
十
一
年

(

一
八
一
四)

近

江
国
浅
井
郡
高
畑
村
の
医
師
横
山
玄
篤
の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
名

は
巻
、
長
愿
、
字
は
懐
之
、
士
達
、
舒
公
。
通
称
は
仙
助
、
�
之
助
。

号
は
湖
山
、
晏
斎
、
狂
々
老
夫
、
玉
池
仙
史
、
�
翁
。
賜
硯
楼
の
斎
号

が
あ
る
。
天
保
元
年

(

一
八
三
〇)

梁
川
星
巌
に
入
門
。
翌
年
江
戸
に

出
て
藤
森
弘
庵
・
尾
藤
水
竹
ら
に
儒
学
を
学
ぶ
。
嘉
永
四
年

(

一
八
五

一)

三
河
吉
田
藩
の
儒
官
と
な
る
。
藤
田
東
湖
ら
と
交
わ
り
国
事
に
奔

走
し
、
安
政
の
大
獄
に
連
座
。
幽
囚
に
際
し
小
野
と
改
名
す
る
。
維
新

後
は
太
政
官
権
弁
事
に
任
ぜ
ら
れ
る
が
、
の
ち
辞
し
て
詩
作
に
専
念
す

る
。
詩
名
高
く
明
治
三
詩
人
の
称
が
あ
り
、
詩
集

｢

湖
山
楼
詩
鈔｣

な

ど
の
著
が
あ
る
。
明
治
四
十
三
年

(

一
九
一
〇)

没
。
墓
は
京
都
市
右

京
区
花
園
の
妙
心
寺
大
竜
院
。

掲
出
印
は
序
文
末
に
押
さ
れ
た
落
款
印
で
あ
る
。

｢

湖
山
楼
主｣

(

29)
『

尊
攘
紀
事
補
遺』

(

Ｅ

二
一
〇
・
五
八

オ
カ
〇
一

〇
〇
一)

｢
長
愿
之
印｣

(

20)
『

尊
攘
紀
事
補
遺』

(

Ｅ

二
一
〇
・
五
八

オ
カ
〇
一

〇
〇
一)



二
〇

梶
曲
阜

(

一
七
九
九

一
八
七
四)

江
戸
時
代
後
期
の
俳
人
。
寛
政
十
一
年

(

一
七
九
九)

摂
津
国
伊
丹

に
生
ま
れ
る
。
通
称
は
大
和
田
屋
金
兵
衛

(

今
平)

。
号
は
曲
阜
、
照

顔
斎
、
松
の
本
。
幼
少
よ
り
俳
諧
と
尚
古
に
趣
味
が
あ
り
、
酒
造
業
を

営
む
か
た
わ
ら
、
伯
耆
国
の
杜
城
に
俳
諧
を
学
ぶ
。
上
島
鬼
貫
の
句
風

を
慕
い
、
伊
丹
俳
壇
の
指
導
者
と
し
て
知
ら
れ
る
。
安
政
三
年

(

一
八

五
六)

二
条
家
よ
り
官
服
の
免
許
を
得
た
。
明
治
七
年

(

一
八
七
四)

没
。
墓
は
伊
丹
の
杜
若
庵
。
著
作
に

『

照
顔
集』

な
ど
が
あ
る
。
子
の

孫
貫
も
俳
諧
を
能
く
し
た
。

｢

照
顔
書
屋｣

(

27)

＊

『

四
方
の
硯』

(

Ⅱ

一

Ｅ

一
一
四
四)

『

北
窓
瑣
談』

(

Ⅱ

一

Ｅ

一
一
五
一)

『

湖
亭
渉
筆』

(

Ⅱ

二

Ｅ

一
〇
〇
四)

『

ほ
う
ま
ん
長
者』

(

Ⅶ

二

Ｆ

ａ

二
八)

『

諺
草』

(

Ⅷ

四

Ｃ

二
四)

『

殊
号
事
略
後
編』

(

Ⅹ

五

Ｈ

ａ

一
〇
二
四)

『

桜
雲
記』

(

三

Ｈ

ａ

ろ

一
七)



二
一

加
藤
千
蔭

(

一
七
三
五

一
八
〇
八)

江
戸
時
代
中
・
後
期
の
歌
人
、
国
学
者
。
享
保
二
十
年

(

一
七
三
五)

加
藤
枝
直
の
三
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
本
姓
は
橘
。
初
名
は
佐

芳
、
の
ち
に
要
人
。
字
は
徳
与
麿
、
常
世
麿
。
通
称
は
常
太
郎
、
又
左

衛
門
。
号
は
朮
園
・
芳
宜
園
・
耳
梨
山
人
等
。
狂
号
橘
八
衢
。
家
職
を

継
ぎ
、
町
奉
行
組
与
力
勤
方
見
習
、
奉
行
所
吟
味
役
与
力
な
ど
を
勤
め

る
。
幼
時
よ
り
父
枝
直
に
歌
を
学
び
、
延
享
元
年

(

一
七
四
四)

賀
茂

真
淵
に
入
門
、
国
学
・
和
歌
を
志
し
た
。
村
田
春
海
と
並
称
さ
れ

｢

江

戸
派｣

と
呼
ば
れ
る
。
ま
た
書
を
能
く
し
、
千
蔭
流
の
祖
。
画
や
狂
歌

も
た
く
み
で
あ
っ
た
。
家
集

『

う
け
ら
が
花』

『

万
葉
集
略
解』

等
の

著
書
が
あ
る
。
文
化
五
年

(

一
八
〇
八)

没
。
墓
は
江
戸
本
所
の
両
国

回
向
院
。
蔵
書
は
枝
直
・
千
蔭
の
父
子
二
代
が
築
き
、
直
蔭
・
千
年
・

直
道
と
継
が
れ
、
直
種
の
代
に
散
逸
し
た
と
い
わ
れ
る
。

｢

橘
氏
蔵
書｣

(

57)
『

七
十
一
番
歌
合』

(

三

Ｆ

ａ

へ

七)



二
二

川
西
和
露

(

一
八
七
五

一
九
四
五)

大
正
・
昭
和
期
の
俳
人
。
明
治
八
年

(

一
八
七
五)

神
戸
に
生
ま
れ

る
。
本
名
徳
三
郎
。
県
立
神
戸
商
業
学
校
を
卒
業
。
鉄
材
商
を
営
み
、

神
戸
市
会
議
員
を
務
め
た
。
河
東
碧
梧
桐
に
師
事
。
大
正
三
年

(

一
九

一
四)

か
ら
俳
誌

『

阿
蘭
陀
渡』

を
発
行
。
古
俳
書
の
蒐
集
家
と
し
て

も
知
ら
れ
、
そ
の
蔵
書
に
よ
っ
て

『

蕉
門
珍
種
百
種』

『

和
露
文
庫』

が
翻
刻
・
刊
行
さ
れ
た
。
昭
和
二
十
四
年

(

一
九
四
九)

没
。
句
集
に

『

和
露
句
集』

が
あ
る
。
没
後
、
蒐
集
し
た
古
俳
書
は
天
理
図
書
館
に

収
め
ら
れ
た
。
神
戸
市
立
図
書
館
に
は
明
治
以
降
の
俳
諧
関
係
活
字
本

五
七
〇
冊
が
収
蔵
さ
れ
て
い
る

(

大
正
十
三
年
寄
贈)

。

｢

和
露｣

(

42)
『

万
家
人
名
録』

(

Ⅶ

二

Ｌ

一
〇
一
〇
＊)



二
三

北
村
季
吟

(

一
六
二
四

一
七
〇
五)

江
戸
時
代
前
期
・
中
期
の
国
学
者
・
俳
人
・
歌
人
。
寛
永
元
年

(

一

六
二
四)

北
村
宗
円
の
長
男
と
し
て
山
城
国
粟
田
口
に
生
れ
る
。
名
は

静
厚
。
通
称
は
久
助
。
号
は
七
松
子
、
拾
穂
軒
、
湖
月
亭
、
蘆
庵
、
呂

庵
な
ど
。
祖
父
宗
竜
、
父
宗
円
と
も
近
江
国
野
洲
郡
北
村
の
医
師
で
あ

り
、
連
歌
を
よ
く
し
た
。
医
学
修
業
の
か
た
わ
ら
、
俳
諧
・
和
学
・
和

歌
を
松
永
貞
徳
に
、
歌
学
を
飛
鳥
井
雅
章
に
学
ぶ
。
和
漢
の
学
に
精
通
、

多
く
の
古
典
の
注
釈
書
を
著
す
。
天
和
三
年

(

一
六
八
三)

京
都
新
玉

津
島
神
社
の
社
司
。
元
禄
二
年

(

一
六
八
九)

烏
丸
光
広
に
推
さ
れ
幕

府
に
仕
官
し
、
長
男
湖
春
と
と
も
に
歌
学
方
と
な
る
。
元
禄
十
二
年
法

印
に
叙
せ
ら
れ
、
再
昌
院
の
院
号
を
賜
わ
っ
た
。
門
下
に
素
堂
、
芭
蕉

な
ど
が
い
る
。
宝
永
二
年

(

一
七
〇
五)

江
戸
に
没
す
。
墓
は
江
戸
下

谷
池
之
端
の
正
慶
寺
。
俳
論
書

『

埋
木』

、
歌
集

『

季
吟
子
和
歌』

。

『

徒
然
草
文
段
抄』

『

源
氏
物
語
湖
月
抄』

『

枕
草
子
春
曙
抄』

な
ど
多

く
の
注
釈
書
が
あ
る
。

｢
拾
穂
之
印｣

(

25)
『

道
の
記』

(

四

Ｃ

八)



二
四

久
志
本
常
彰

(

一
六
七
五

一
七
五
二)

江
戸
時
代
前
・
中
期
の
神
職
、
歌
人
。
延
宝
三
年

(

一
六
七
五)

伊

勢
外
宮
権
禰
宜
河
崎
延
貞
の
次
男
と
し
て
伊
勢
国
度
会
郡
山
田
宮
後
町

に
生
ま
れ
る
。
本
姓
は
度
会
。
幼
名
は
延
守
。
名
は
常
昭
、
常
彰
、
用

直
、
閑
直
。
通
称
は
四
郎
次
郎
、
縫
殿
、
主
馬
。
号
は
鶯
谷
・
芸
亭
。

外
宮
祠
官
久
志
本
継
彦
の
嗣
子
と
な
る
。
詩
文
・
和
歌
・
書
画
・
俳
諧
・

茶
等
を
究
め
た
。
冷
泉
為
村
・
林
信
篤
等
と
親
交
が
あ
り
、
桜
町
天
皇

の
御
前
で

『

日
本
書
紀』

の
講
義
を
し
た
。
著
書
に

『

神
道
明
弁』

『

日
本
国
風』

等
が
あ
る
。
宝
暦
二
年

(

一
七
五
二)

没
。
墓
は
伊
勢

国
山
田
の
養
草
寺
。

｢

久
志
本｣

(

49)
『

枯
�兀
集』

(

Ⅱ

一

Ｅ

一
〇
二
五)



二
五

少
汝

(

一
七
五
九

一
八
二
〇)

江
戸
時
代
後
期
の
俳
人
、
俳
諧
作
者
。
宝
暦
九
年

(

一
七
五
九)

尾

張
国
愛
知
郡
名
古
屋
に
生
ま
れ
る
。
法
諱
は
了
栄
。
号
は
少
汝
、
少
如
、

松
叟
、
花
癖
。
名
古
屋
本
重
町
の
大
谷
派
寺
院
、
黒
部
山
常
瑞
寺
の
第

七
世
住
職
。
初
め
田
中
道
麿
に
国
学
を
学
び
、
の
ち
寛
政
四
年

(

一
七

九
二)

本
居
宣
長
の
教
え
を
受
け
る
。
安
永
四
年

(

一
七
七
五)

暮
雨

巷
暁
台
の
門
に
入
り
俳
諧
を
学
び
、
尾
張
五
老
の
一
人
と
称
さ
れ
る
。

酒
を
愛
し
細
事
に
拘
泥
せ
ず
、
多
趣
多
芸
で
、
謡
曲
・
儒
学
・
鞠
・
平

家
琵
琶
・
挿
花
・
香
道
・
漢
詩
・
茶
道
・
楊
弓
・
義
太
夫
な
ど
を
嗜
ん

だ
。
文
政
三
年

(

一
八
二
〇)

没
。
墓
は
名
古
屋
の
常
瑞
寺
。
編
著

『

印
譜
略』

が
あ
る
。

掲
出
印
は
、
識
語
末
に
捺
さ
れ
た
も
の
。

｢

寄
傲｣

(

19)
『

絵
本
富
加
美
草』

(

三

Ｄ

ｂ

二
八)

｢
了
栄
之
印｣

(

18)
『

絵
本
富
加
美
草』

(

三

Ｄ

ｂ

二
八)



二
六

滝
沢
羅
文

(

一
七
五
九

一
七
九
八)

江
戸
時
代
後
期
の
俳
人
。
宝
暦
九
年

(

一
七
五
九)

滝
沢
興
義
の
長

男
と
し
て
江
戸
深
川
に
生
ま
れ
る
。
名
は
興
旨
。
幼
名
は
松
沢
左
馬
太

郎
。
通
称
は
佐
太
郎
、
直
次
郎
。
台

(

大)

右
衛
門
。
号
は
可
楼
、
羅

文
、
東
岡
舎
。
曲
亭
馬
琴
の
兄
。
越
谷
吾
山
に
俳
諧
を
学
ぶ
。
安
永
七

年

(

一
七
七
八)

旗
本
戸
田
下
総
守
忠
諏
に
仕
え
、
の
ち
旗
本
山
口
和

泉
守
直
良
に
仕
え
大
坂
に
赴
く
。
寛
政
十
年

(

一
七
九
八)

没
。
墓
は

江
戸
小
石
川
の
深
光
寺
。

こ
の
印
を
滝
沢
羅
文
の
も
の
と
す
る
説
に
は
疑
義
も
あ
る
が
、
今
は

措
く
。

｢

滝
沢
氏
図
書
印｣

(

20)
『

回
国
雑
記
標
註』

(

�

五

Ｃ

九
九)



二
七

田
沢
仲
舒

(

？

一
八
五
〇)

江
戸
時
代
後
期
の
歌
人
、
医
者
。
生
年
未
詳
。
出
羽
の
人
。
幕
府
医

官
田
沢
保
久
の
子
。
名
は
仲
舒
。
通
称
は
駒
平
、
宗
伯
。
号
は
宗
沢
、

流
水
、
流
水
園
。
兄
は
医
者
の
奈
須
恒
徳
。
幕
府
寄
合
医
師
を
務
め
、

江
戸
日
本
橋
箱
崎
町
に
住
す
。
村
田
春
海
、
加
藤
千
蔭
に
学
ん
で
和
歌

を
能
く
し
た
。
嘉
永
三
年

(

一
八
五
〇)

没
。
著
書
に

『

医
家
奇
賞』

、

家
集

『

流
水
藁』

な
ど
が
あ
る
。

｢

函
碕
文
庫｣

(

40)
『

松
陰
日
記』

(

Ⅹ

五

Ｉ

一
〇
一
一)



二
八

土
屋
老
平

(

一
八
四
一

一
八
八
七)

幕
末
・
明
治
期
の
歌
人
、
郷
土
史
家
。
天
保
十
二
年

(

一
八
四
一)

武
居
世
平
の
次
男
と
し
て
上
野
国
群
馬
郡
高
崎
町
に
生
ま
れ
る
。
通
称

は
補
三
郎
。
号
は
和
堂
、
歌
の
屋
。
狂
名
は
二
代
菫
庵
石
文
。
俳
号
は

多
胡
石
文
。
土
屋
氏
を
嗣
ぐ
。
歌
を
橘
冬
照
、
橋
本
直
香
に
学
び
、
父

と
と
も
に
高
崎
藩
主
大
河
内
輝
声
の
歌
道
師
範
を
つ
と
め
た
。
明
治
二

十
年

(

一
八
八
七)

没
。
高
崎
町
の
安
国
寺
に
葬
ら
れ
る
。
和
歌
・
文

章
の
ほ
か
、
地
誌
に
詳
し
く
、
著
に

『

片
岡
郡
志』

な
ど
が
あ
る
。

｢

う
た
の
や
に
お
さ
む
る
ふ
み
ら
の
し
る
し｣

(

31)
『

大
坂
物
語』

(

三

Ａ

ｄ

九)



二
九

堤
朝
風

(

一
七
六
五

一
八
三
四)

江
戸
時
代
中
期
・
後
期
の
幕
臣
。
歌
人
、
国
学
者
。
明
和
二
年

(

一

七
六
五)

江
戸
生
ま
れ
。
名
は
朝
風
。
通
称
は
文
五
郎
、
三
五
郎
。
号

は
竹
裏
亭
、
不
占
、
正
心
斎
。
本
居
宣
長
に
国
学
・
歌
道
を
学
ぶ
。
新

井
白
石
に
私
淑
し
、
平
田
篤
胤
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。
賄
組
頭
を
務
め
、

幕
府
の
故
実
学
に
詳
し
く
、
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。
天
保
五
年

(

一
八
三
四)

没
。
墓
は
江
戸
牛
込
七
軒
町
の
浄
林
寺
。
著
作
に

『

古

学
道
の
枝
折』

『

柳
営
年
中
行
事
大
成』

、
編
著
に

『

近
代
著
述
目
録』

な
ど
が
あ
る
。

｢

朝
風｣

(

20)
『

南
洋
無
人
島
図』

(

�

五

Ｃ

四
六)



三
〇

内
藤
露
沾

(

一
六
五
五

一
七
三
三)

江
戸
時
代
前
期
・
中
期
の
俳
人
。
明
暦
元
年

(

一
六
五
五)

陸
奥
国

磐
城
平
藩
主
内
藤
義
泰

(

義
概
。
風
虎)

の
次
男
と
し
て
江
戸
赤
坂
溜

池
の
邸
に
生
ま
れ
る
。
幼
名
は
五
郎
四
郎
、
鍋
之
助
。
名
は
義
英
、
の

ち
政
栄
。
号
は
露
沾
、
傍
池
亭
、
遊
園
堂
。
寛
文
十
年

(

一
六
七
〇)

従
五
位
下
、
下
野
守
に
叙
任
さ
れ
る
。
兄
義
邦
の
死
去
で
世
継
ぎ
に
な
っ

た
が
、
讒
言
に
よ
り
天
和
二
年

(

一
六
八
二)

廃
嫡
。
以
後
は
江
戸
麻

布
の
自
邸
で
風
流
を
専
ら
と
し
た
。
和
歌
を
武
者
小
路
実
蔭
に
学
び
、

俳
諧
は
宗
因
門
で
あ
る
が
、
父
の
薫
陶
を
受
け
、
季
吟
・
芭
蕉
・
其
角

ら
と
交
遊
が
あ
っ
た
。
門
人
に
水
間
沾
徳
・
菊
岡
沾
凉
ら
が
い
る
。
歌

集

『

露
沾
公
詠
草』

が
あ
る
。
元
禄
八
年

(

一
六
九
五)

磐
城
平
の
高

月
に
隠
棲
。
享
保
十
八
年

(

一
七
三
三)

没
す
。
墓
は
磐
城
平
の
善
昌

寺
、
ま
た
相
模
国
鎌
倉
の
光
明
寺
。

｢

牘
庫｣

(

36)
『

四
書
集
註』

(

三

Ｃ

一
六)

＊

『

玉
滴
隠
見』

(

三

Ｈ

ａ

ろ

三)
｢

露
沾｣

(

12)
『

四
書
集
註』

(

三

Ｃ

一
六)

＊

『

玉
滴
隠
見』

(

三

Ｈ

ａ

ろ

三)



三
一

夏
目
甕
麿

(

一
七
七
三

一
八
二
二)

江
戸
時
代
後
期
の
国
学
者
、
歌
人
。
安
永
二
年

(

一
七
七
三)

遠
江

国
浜
名
郡
白
須
賀
の
酒
造
家
で
名
主
役
の
家
に
生
ま
れ
る
。
通
称
は
小

八
郎
、
嘉
右
衛
門
。
名
は
英
積
、
甕
麿

(

瓶
麿
・
甕
満
・
三
日
丸)

。

号
は
茂
竹
笹
好
、
萩
園
。
加
納
諸
平
の
父
。
笠
子
学
園
に
学
び
、
内
山

真
龍
・
本
居
宣
長
・
同
春
庭
の
門
人
で
古
学
を
修
め
た
。
寛
政
二
年

(

一
七
九
〇)

家
督
相
続
。
文
化
十
一
年

(

一
八
一
四)

隠
居
。
文
政

元
年

(

一
八
一
八)

『

鈴
屋
大
人
都
日
記』

等
を
出
版
。
家
集
に

『

志

乃
夫
集』

、
著
書
に

『

古
野
之
若
菜』

な
ど
が
あ
る
。
地
名
の
語
学
的

研
究
に
関
心
を
持
ち
、
文
政
五
年

(

一
八
二
二)

摂
津
国
に
客
死
す
る
。

墓
は
三
河
国
吉
田
の
普
門
寺
、
ま
た
摂
津
国
伊
丹
正
覚
院
。

掲
出
の

｢

萩
園
蔵
板｣

印
は
蔵
版
印
。

｢
萩
園
蔵
板｣

(

62)
『

鈴
屋
大
人
都
日
記』

(

Ⅶ

二

Ｅ

一
〇)



三
二

饒
村
宏
煕

(

一
八
五
五

一
八
九
八)

明
治
期
の
漢
詩
人
。
越
後
国
頸
城
郡
国
賀
村
の
人
。
安
政
二
年

(

一

八
五
五)

代
々
里
正
を
務
め
る
家
に
生
ま
れ
る
。
父
は
饒
村
京
蔵
。
子

は
彬
成
。
諱
は
宏
煕
。
字
は
子
循
。
通
称
は
常
作
。
号
は
柳
涯
、
痴
仏

居
士
。
名
望
家
で
高
額
納
税
者
に
名
を
連
ね
、
村
会
議
員
、
郡
会
議
員

な
ど
を
務
め
、
地
域
に
尽
く
し
た
。
明
治
三
十
一
年

(

一
八
九
八)

病

没
。
詩
文
を
好
み
、
著
に

『

柳
涯
遺
稿』

が
あ
る
。

｢

越
後
国
頸
城
郡
国
賀
村
饒
村
宏
煕
図
書
之
印｣

(

30)

＊

『

清
嘉
録』

(

Ⅱ

一
二

八
〇
一)

『

周
礼』

(

Ｅ

Ⅰ

五

Ｂ

一
〇
〇
一)



三
三

西
田
思
明

(

生
没
年
不
詳)

江
戸
時
代
後
期
の
漢
詩
人
、
商
人
。
生
没
年
不
詳
。
字
は
子
壮
。
通

称
は
嘉
兵
衛
。
号
は
華
洲
、
頼
古
堂
。
大
坂
の
人
。
商
売
の
傍
ら
文
雅

を
好
み
蔵
書
家
と
し
て
も
知
ら
れ
る
。

｢

頼
古
堂
印｣

(

22)
『

感
旧
集』

(

Ⅳ

一

六
〇)

｢

頼
古
堂
家
蔵｣

(

29)
『

�
雅』

(

Ⅰ

九

Ａ

四)



三
四

忍
頂
寺
務

(

一
八
八
五

一
九
五
一)

明
治
・
大
正
・
昭
和
期
の
実
業
家
、
俳
人
。
明
治
十
八
年

(

一
八
八

五)

忍
頂
寺
国
郎
の
長
男
と
し
て
淡
路
国
津
名
郡
志
筑
町
に
生
ま
れ
る
。

俳
号
は
木
筆
。
洲
本
中
学
校
を
卒
業
し
、
神
戸
の
商
社
に
勤
務
。
歌
謡

研
究
家
と
し
て
も
知
ら
れ
、
関
係
書
の
ほ
か
、
洒
落
本
・
地
誌
・
細
見

な
ど
も
蒐
集
し
た
。
三
田
村
鳶
魚
ら
江
戸
研
究
者
と
も
親
交
が
あ
っ
た
。

著
書
に

『

清
元
研
究』

が
あ
る
。
昭
和
二
十
六
年

(

一
九
五
一)

没
。

蔵
書
の
一
部
が
、
忍
頂
寺
文
庫
・
小
野
文
庫
と
し
て
大
阪
大
学
附
属
図

書
館
に
現
存
す
る
。

｢

忍
頂
寺
蔵
書
章｣

(

18)
『

後
家
集』

(

三

Ｆ

ａ

は

ウ

七
九)



三
五

林
子
平

(

一
七
三
八

一
七
九
三)

江
戸
時
代
後
期
の
経
世
家
。
元
文
三
年

(

一
七
三
八)

幕
臣
岡
村
良

通
の
次
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
名
は
友
直
、
字
は
子
平
。
通
称

は
定
治
。
号
は
六
無
斎
。
叔
父
の
林
従
吾
に
養
わ
れ
、
林
姓
を
名
の
る
。

仙
台
藩
伊
達
家
に
仕
え
た
兄
嘉
膳
に
従
い
宝
暦
七
年

(

一
七
五
七)

仙

台
に
赴
く
。
そ
の
後
し
ば
し
ば
江
戸
に
遊
学
し
大
槻
玄
沢
・
宇
田
川
玄

随
ら
と
交
遊
が
あ
っ
た
。
長
崎
遊
学
で
見
聞
を
広
め
海
外
事
情
に
通
じ
、

沿
岸
防
備
と
蝦
夷
地
開
拓
の
必
要
性
を
説
い
た
。
寛
政
四
年

(

一
七
九

二)

著
書

『

三
国
通
覧
図
説』

『

海
国
兵
談』

が
幕
府
の
忌
諱
に
触
れ
、

板
木
没
収
の
う
え
禁
錮
に
処
せ
ら
れ
た
。
寛
政
五
年

(

一
七
九
三)

不

遇
の
う
ち
に
病
没
。
墓
は
陸
奥
国
宮
城
郡
仙
台
の
竜
雲
院
。
他
に

『

六

無
斎
詩
歌
集』

な
ど
が
あ
る
。

｢

千
部
施
行｣

(

52)
『

海
国
兵
談』

(

ⅩⅥ

一

Ｃ

ａ

六)
｢

伝
へ
て
は
我
日
の
本
の
つ
は
も
の
ゝ
法
の
花
さ
け
五
百
年
の
後｣

(

30)
『

海
国
兵
談』

(

ⅩⅥ

一

Ｃ

ａ

六)
｢

林
子
平
蔵
板｣

(

35)
『

海
国
兵
談』

(

ⅩⅥ

一

Ｃ

ａ

六)



三
六

掲
出
印
三
顆
は
い
ず
れ
も
、
流
布
本
の
多
く
に
共
通
し
て
捺
さ
れ
て

い
る
の
で
、
蔵
版
印
と
し
て
使
わ
れ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
。



三
七

日
野
資
時

(

一
六
九
〇

一
七
四
二)

江
戸
時
代
中
期
の
公
卿
、
歌
人
。
元
禄
三
年

(

一
六
九
〇)

侍
従
豊

岡
弘
昌
の
子
と
し
て
京
に
生
ま
れ
る
。
本
姓
は
藤
原
。
号
は
楚
蘭
、
瑞

光
院
。
元
禄
七
年
叙
爵
し
侍
従
に
任
じ
、
の
ち
宮
内
少
輔
、
右
兵
衛
佐

を
歴
任
す
る
。
享
保
三
年

(

一
七
一
八)

早
世
し
た
日
野
永
資
の
養
嗣

子
と
な
り
日
野
家
を
嗣
ぐ
。
享
保
七
年
参
議
兼
左
大
弁
、
同
十
三
年
権

大
納
言
と
な
る
。
賀
茂
社
伝
奏
を
つ
と
め
た
。
詩
歌
・
画
を
よ
く
し
、

『

日
野
資
時
詠
草』

が
あ
る
。
寛
保
二
年

(

一
七
四
二)

没
。
従
一
位

に
陞
叙
。

藤
原
北
家
日
野
流
の
嫡
流
で
あ
る
日
野
家
は
、
家
格
は
名
家(

旧
家)

、

和
歌
と
儒
学
を
家
職
と
す
る
。
江
戸
時
代
の
家
禄
は
千
百
五
十
三
石
で
、

弘
資
や
資
枝
の
よ
う
な
和
歌
の
名
手
を
出
し
歌
壇
に
重
き
を
な
し
た
。

明
治
十
七
年

(

一
八
八
四)

資
秀
の
時
に
伯
爵
と
な
る
。
宮
内
庁
書
陵

部
に
日
野
家
本
が
収
蔵
さ
れ
る
。

｢
日
野
藤
資
時
蔵
書
之
印｣

(

51)
『

礼
記』

(

三

Ａ

ａ

二
二)



三
八

平
野
五
岳

(

一
八
〇
九

一
八
九
三)

幕
末
・
明
治
期
の
僧
侶
、
漢
詩
人
、
画
家
。
文
化
六
年

(

一
八
〇
九)

豊
後
国
日
田
郡
渡
里
村
に
生
ま
れ
る
。
名
は
岳
、
聞
慧
。
字
は
五
岳
。

号
は
竹
邨
、
古
竹
園
、
方
外
仙
史
。
真
宗
大
谷
派
専
念
寺
の
住
職
。
広

瀬
淡
窓
に
漢
学
・
詩
文
を
学
ぶ
。
の
ち
田
能
村
竹
田
に
私
淑
し
て
文
人

画
を
描
き
、
貫
名
海
屋
・
前
田
暢
堂
・
日
根
野
対
山
ら
と
交
わ
る
。
書

に
も
優
れ
た
。
詩
書
画
三
絶
を
以
て
称
せ
ら
れ
た
。
明
治
二
十
六
年

(

一
八
九
三)

没
。
詩
集
に

『

五
岳
詩
鈔』

が
あ
る
。

｢

古
竹
園
主｣

(

19)
『

菅
家
物
語』

(

三

Ｆ

ａ

ろ

一
〇
二)



三
九

平
間
長
雅

(

一
六
三
六

一
七
一
〇)

江
戸
時
代
前
期
・
中
期
の
歌
人
、
国
学
者
。
寛
永
十
三
年

(

一
六
三

六)

浪
人
平
間
貞
方
の
子
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
名
は
良
淳
。
号

は
風
観
窓
、
風
観
斎
、
耻
山
軒
、
六
喩
居
士
。
俳
号
は
舟
岸
。
京
都
に

出
て
鷹
司
家
の
知
遇
を
得
、
日
野
弘
資
に
歌
学
の
指
導
を
受
け
る
。
ま

た
望
月
長
孝
に
も
師
事
し
、
長
孝
没
後
は
そ
の
二
条
家
流
歌
学
の
秘
伝

書
を
継
承
し
た
。
京
都
歌
壇
の
中
心
的
存
在
と
な
り
、
元
禄
九
年

(

一

六
九
六)

京
都
粟
田
山
に
隠
棲
、
の
ち
摂
津
国
住
吉
に
移
る
。
門
人
に

有
賀
長
伯
。
宝
永
七
年

(

一
七
一
〇)

没
。
墓
は
京
都
市
左
京
区
檀
王

法
林
寺
、
摂
津
池
田
の
久
安
寺
、
堺
の
宿
屋
町
。『

風
観
窓
長
雅
家
集』

が
あ
る
。

｢

感
生
志

(

長
方
印)｣

印
と

｢

□
□
□
知
本
源
豈
求
□
□
□
道｣

印

は
、
奧
書
の
関
防
印
。
そ
れ
以
外
は
、
奧
書
の
末
に
捺
さ
れ
た
印
で
あ

る
。

｢

感
生
志

(

長
方
印)｣

(

45)

＊

『

詠
歌
大
本
秘
訣』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
一)

『

古
今
顕
昭
抄』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
五)

｢
感
生
志

(

方
印)｣

(

28)『

詠
歌
大
本
秘
訣』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
一)



四
〇

｢

長
雅｣
(

30)
『

秘
書
伝
謝
礼
之
旧
記』

(

Ⅰ

二

Ｃ

一
一)

｢

風
観
斎｣

(

30)

＊

『

百
人
一
首
短
冊
形』

(

Ⅰ

二

Ｃ

一
九)

『

伊
勢
物
語
秘
本』

(

三

Ｆ

ａ

い

一
五)

『

古
今
伝
受
切
紙
口
伝
条
々
三
箇
之
大
事』

(

四

Ｃ

九)
『

超
大
極
秘
古
今
集』

(

四

Ｃ

一
七)

｢

良
淳｣

(

35)
『

飛
鳥
井
家
伝
来
抄』

(

Ⅶ

二

Ｋ

ｂ

八
〇)

『

詠
歌
大
本
秘
訣』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
一)

『

古
今
顕
昭
抄』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
五)

＊

『

尭
恵
今
案
抄』

(

三

Ｆ

ａ

へ

五
七)

｢

六
喩
居
士｣

(

28)
『

秘
書
伝
謝
礼
之
旧
記』

(

Ⅰ

二

Ｃ

一
一)

＊

『

百
人
一
首
短
冊
形』

(

Ⅰ

二

Ｃ

一
九)

『

伊
勢
物
語
秘
本』

(

三

Ｆ

ａ

い

一
五)

『

古
今
伝
受
切
紙
口
伝
条
々
三
箇
之
大
事』

(

四

Ｃ

九)
『

超
大
極
秘
古
今
集』

(

四

Ｃ

一
七)

｢

□
□
□
知
本
源
豈
求
□
□
□
道｣

(

44)
『

超
大
極
秘
古
今
集』

(

四

Ｃ

一
七)

『
尭
恵
今
案
抄』

は
、
資
料
中
に

｢

大
坂
／
追
手
筋
／
折
屋
町
／
小

川
屋｣
印
を
捺
す
小
紙
片
が
挟
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
加
藤
景
範
の

家
に
所
縁
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。



四
一

松
平
慶
永

(

一
八
二
八

一
八
九
〇)

江
戸
時
代
後
期
の
大
名
。
越
前
福
井
藩
主
。
文
政
十
一
年

(

一
八
二

八)

田
安
斉
匡
の
八
男
と
し
て
江
戸
に
生
ま
れ
る
。
越
前
守
。
名
は
慶

永
。
幼
名
は
錦
之
丞
。
字
は
公
寧
。
号
は
春
嶽
、
礫
川
、
羊
堂
、
栄
井
、

渚
�
、
慎
独
斎
、
吹
蘭
閣
主
人
、
潜
思
閣
主
人
、
東
郭
、
鴨
東
。
天
保

九
年

(

一
八
三
八)

松
平
斉
善
の
嗣
子
と
な
り
越
前
国
福
井
藩
主
を
襲

封
。
有
能
な
家
臣
に
恵
ま
れ
藩
政
改
革
に
成
功
し
、
種
痘
法
の
採
用
な

ど
洋
式
技
術
の
導
入
に
治
績
を
あ
げ
た
。
大
老
井
伊
直
弼
と
対
立
、
隠

居
・
謹
慎
を
命
ぜ
ら
れ
た
が
、
文
久
二
年

(

一
八
六
二)

政
事
総
裁
職

と
な
り
政
界
に
復
帰
、
将
軍
後
見
職
の
一
橋
慶
喜
と
と
も
に
公
武
合
体

に
尽
力
し
た
。
の
ち
朝
議
参
与
、
京
都
守
護
職
を
歴
任
。
維
新
後
は
議

定
・
内
国
事
務
総
督
・
民
部
卿
・
大
蔵
卿
・
大
学
別
当
を
歴
任
。
明
治

三
年

(

一
八
七
〇)

一
切
の
公
職
を
退
き
文
筆
に
日
を
送
る
。
詩
や
和

歌
も
よ
く
し
た
。
明
治
二
十
三
年

(

一
八
九
〇)

東
京
に
没
す
。
東
京

品
川
の
海
晏
寺
墓
域
。
歌
集
に

『

衣
更
着
集』

『

常
盤
集』

な
ど
が
あ

る
。掲

出
書
は
山
本
達
郎
旧
蔵
の
越
南
本
で
あ
る
。

｢
養
賢
堂｣

(

42)
『

大
越
史
記
外
紀
全
書』

(

Ｙ

Ⅹ

二

五)
｢

礫
川
文
庫｣

(

37)
『

大
越
史
記
外
紀
全
書』

(

Ｙ

Ⅹ

二

五)
｢[

違
い
丁
子](

絵)｣(

12)『

大
越
史
記
外
紀
全
書』

(

Ｙ

Ⅹ

二

五)



四
二

森
川
竹
�奚(

一
八
六
九

一
九
一
七)

明
治
・
大
正
期
の
漢
詩
人
。
明
治
二
年

(

一
八
六
九)

東
京
に
生
ま

れ
る
。
名
は
鍵
、
鍵
蔵
。
字
は
雲
卿
。
号
は
竹
�奚
、
鬢
糸
禅
侶
。
家
号

は
聴
秋
仙
館
、
懺
綺
�
、
�
荘
館
。
森
槐
南
に
詩
を
学
ぶ
。
�
夢
吟
社

に
参
加
し
、
機
関
誌

『

�
夢
新
詩』

の
編
集
発
行
に
携
わ
る
。
ま
た
雑

誌

『

詩
苑』

を
創
刊
す
る
。
大
正
六
年

(

一
九
一
七)

没
。
著
書
に

『

得
間
集』

が
あ
る
。

｢

�
荘
館
森
川
氏
蔵
書
記｣

(

38)
『

国
史
攬
要』

(

Ⅹ

五

Ｂ

一
〇
二
七)



四
三

冷
泉
家

鎌
倉
時
代
以
来
の
和
歌
の
家
の
一
つ
。
藤
原
氏
北
家
御
子
左
家
の
流

で
、
藤
原
定
家
の
孫
為
相
を
祖
と
す
る
。
家
格
は
羽
林
家
。
平
明
で
清

新
な
歌
風
を
唱
え
た
。
為
相
の
曾
孫
の
と
き
、
上
冷
泉
・
下
冷
泉
家
に

分
か
れ
た
。
江
戸
時
代
の
上
冷
泉
家
の
家
禄
は
三
百
石
で
、
明
治
十
七

年

(

一
八
八
四)

に
伯
爵
と
な
る
。
他
方
、
下
冷
泉
家
の
江
戸
時
代
の

家
禄
は
百
五
十
石
で
、
明
治
十
七
年
子
爵
と
な
る
。
嫡
流
で
あ
る
上
冷

泉
家
は
俊
成
・
定
家
以
来
の
貴
重
な
古
典
籍
多
数
を
伝
え
て
お
り
、
そ

の
大
半
を
歌
書
が
占
め
る
。
昭
和
五
十
六
年

(

一
九
八
一)

財
団
法
人

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
が
設
立
さ
れ
た
。

｢

冷
泉
府
書｣

(

45)
『

天
運
紹
統』

(

�

四

Ｂ

一
四)

(

国
立
国
会
図
書
館
司
書)
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